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一般論文

学生の子ども理解に関する学びに影響を与える要因
　 幼稚園教育実習の経験との関連から 　

高橋　真由美1・川田　学2 

Factors influencing the learning of understanding children 

among students and its relationship with practicum experience 

in kindergartens.

Mayumi TAKAHASHI，Manabu KAWATA

要　　旨

　保育者養成校のカリキュラムにおいて、子どもと直に触れ合うことができる実習は子ども理解に関する

学びを深める重要な機会である。本研究では幼稚園教育実習を終えた学生 9名を対象とした半構造化イン

タビューを行い、実習の経験が子ども理解に関する学びにどのような影響を与えるのかについて検討した。

その結果、①実習の焦点が「子ども」におかれた者と「子ども以外」におかれた者がいること、②焦点が

「子ども以外」である者よりも「子ども」である者のほうが子ども理解に関する学びが深くなること、

③子ども理解に関する学びには「子ども自体への理解」と「子どもへのかかわり方の理解」があると考え

られた。またこれらの学びの内容の違いが起こる要因は、園の保育方針や実習指導方針と指導内容に対する

学生の捉えにあることが示唆された。

キーワード：子ども理解，幼稚園教育実習，保育者養成

Ⅰ．問題と目的

　保育とは、子どもが集団生活の中で周囲の環境

とかかわり、発達に必要な経験を自ら得ていくこ

とができるように援助する営みである。そのため

保育者は子どもが何に興味をもち、何を実現しよ

うとしているのか、何を感じているのかなどを常

に捉える必要がある。子どもが発達に必要な経験

を得るための環境構成や保育者のかかわりは、子

どもを理解することによって初めて適切なものと

なる（文科省，2019）。このように子どもへの深い

理解に向かう姿勢なしに実りある保育を実践する

ことはできないため、子ども理解は保育の専門性

の核心に位置する要件であり、保育の基本と言え

る（大沢，2017）。では保育者となる初期段階で

ある養成校の学生は、子ども理解をどのように深

めていくのだろうか。保育者養成に携わる多くの

教員が「実習を終えたあとの学生は、実習前の
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学生に比べて子どものことがわかるようになって

いる」との実感をもつ。実際に子どもとかかわる

経験がその変化を生んでいるのだろう。では実際

にどのような経験が学生に子ども理解の深まりを

もたらすのだろうか。本研究では、学生の子ども

理解に関する学びと実習の経験との関連を探って

いく。

１．保育者養成とは

　はじめに保育者養成における実習の位置と役割

を明確にするため、免許・資格取得の条件を確認

していく。保育者とは乳幼児に対する保育を行う

者であり、一般的には幼稚園教諭と保育士の総称と

されている。幼稚園教諭免許状は、高等教育機関

に置かれている教職課程の科目履修によって取得

することができ、保育士資格は各都道府県知事が

指定する指定保育士養成施設における保育士課程

科目の履修、もしくは保育士試験に合格することで

取得することができる。保育者養成とは、幼稚園

教諭免許状や保育士資格を取得するためのカリ

キュラムを通して、保育の専門的職業人を育てる

営みである。

　幼稚園教諭免許状

　幼稚園教諭免許状の取得には基礎資格と「教科

および教職に関する科目」の単位修得が必要であ

る。免許状は専修免許状、一種免許状、二種免許

状の 3種類があり、取得の条件は専修免許状では

修士の学位と 75 単位以上の修得、一種免許状で

は学士の学位と 51 単位以上の修得、二種免許状

では短期大学士の学位と 31 単位以上の修得であ

ることが教育職員免許法で規定されている。

　表 1は、教育職員免許法施行規則に定められて

いる「教科および教職に関する科目」の具体的な

修得方法である。教科および教職に関する科目は

「領域及び保育内容の指導法に関する科目」「教育の

基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習

時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する

表 1　幼稚園教諭免許状取得に必要な科目と修得単位数（教育職員免許法施行規則第一章第二条）

教科および教職に関する科目 各科目に含めることが必要な事項
免許種

専修 一種 二種

領域及び保育内容の指導法に関する科目
領域に関する専門的事項

16 16 12
保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

教育の基礎的理解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10 10 6

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営

への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域

との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジ

メントを含む。）

道徳、総合的な学習の時間等の指導法

及び生徒指導、教育相談等に関する科目

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

4 4 4
幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法

教育実践に関する科目
教育実習 5 5 5

教職実践演習 2 2 2

大学が独自に設定する科目 38 14 2

合計 75 51 31



13学生の子ども理解に関する学びに影響を与える要因

科目」「教育実践に関する科目」「大学が独自に設

定する科目」の 5つに分かれており、各科目に含

めることが必要な事項と各免許状取得に必要な修

得単位数が示されている。

　保育士資格

　保育士資格の取得には、必修科目 51 単位と選

択必修科目 18 単位以上に加え、教養科目として

10 単位以上（外国語と体育 4 単位、その他の科

目を 6単位以上）の修得が必要である。表 2は指

定保育士養成施設指定基準に定められている保育

士資格取得のための必修科目を示したものである。

必修科目は「保育の本質・目的に関する科目」「保

育の対象の理解に関する科目」「保育の内容・方

法に関する科目」「保育実習」「総合演習」の 5つ

の系列に関する科目が授業形態（講義・演習・実

習）と共に指定されている。これら必修科目に加

え、選択必修科目として保育士養成施設で設定す

る「保育の本質・目的に関する科目」「保育の対

象の理解に関する科目」「保育の内容・方法に関

する科目」の 3 つの系列に関する科目のうち 15

単位以上と、保育実習ⅡまたはⅢの 2単位、およ

び保育実習指導ⅡまたはⅢの 1単位を修得する必

要がある。

　近年、設置数が増加している幼保連携型認定こ

ども園で働くためには、幼稚園教諭免許状、保育

士資格の両方を取得した保育教諭となる必要があ

るため、多くの保育者養成校では卒業と同時に幼

稚園教諭免許状と保育士資格の両方を取得できる

カリキュラムを編成している。

　幼稚園教諭免許状、保育士資格取得のための

実習

　幼稚園教諭免許状取得のためには、専修免許状、

一種免許状、二種免許状のすべてにおいて、教育

実習に係る事前・事後指導 1単位を含む教育実習

5 単位の修得が必要である。幼稚園等での実習は

4 単位となるため、3 週間～4 週間の教育実習を

行うこととなる。なお教育実習の単位数には2単位

まで学校体験活動注１）の単位を含むことができる。

　保育士資格取得のためには、第一に必修科目で

ある保育実習Ⅰ（4 単位）の修得が必要である。

保育実習Ⅰの修得には、保育所、幼保連携型認定

こども園等での 10 日間と児童養護施設や障害児

入所施設等の社会福祉施設での10日間の合計20日

間の実習が必要である。その上で選択必修科目と

して、保育所または幼保連携型認定こども園等で

の 10 日間の実習（保育実習Ⅱ・2 単位）、もしく

は児童厚生施設または児童発達支援センター、その

他社会福祉関係諸法令の規定に基づき設置されて

いる施設での10日間の実習（保育実習Ⅲ・2単位）

のどちらかを行う。

表 2　保育士養成教育課程　必修科目（指定保育士養成施設指定基準）

系　列
講　義 実習・演習

科　目 単位数 科　目 単位数

保育の本質・目的に関する科目
保育原理、子ども家庭福祉
他 5 科目

14 ― ―

保育の対象の理解に関する科目
保育の心理学、子どもの保健
他 1 科目

6
子どもの理解と援助、子どもの
食と栄養

3

保育の内容・方法に関する科目 保育の計画と評価、乳児保育 4
保育内容演習、障害児保育
他 6科目

16

保育実習
― ― 保育実習Ⅰ 4

― ― 保育実習指導Ⅰ 2

総合演習 ― ― 保育実践演習 2

合計 51
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２．保育者養成校に在籍する学生の子ども理解と

実習の役割

　以上のように、保育者養成校では一定の基準に

よって定められた教育課程を通してさまざまな内

容の学習を進めていくが、その中核となるのが子

ども理解に関する学びである。では養成校在籍期

間に学生達はどのように子ども理解に関する学び

を深めていくのだろうか。大谷（2013）は、二年

制保育者養成校における 1年生と 2年生の「気に

なる子」への理解に関して、1 年生は子どもの欲

求・要求がわかることを「理解できた」とし、2年

生は特徴を知った上で信頼関係を築き、その子に

合った援助を行おうとすることが子ども理解であ

ると捉えていることから、養成校在籍期間中に子

どもを理解すること自体の捉えが変化すると指摘

している。また権藤ら（2017）は、四年制養成校

の 3、4 年生を対象とした調査により、学生達が

捉える子ども理解とは、子どもの性格・個性や特

徴・特性などの人物としての側面に加えて子ども

の発達的側面の理解、子どもの内面・気持ちや行

動・言動を理解することだとしている。またそれ

だけでなく家庭環境や生育歴などの子どもの背景

の理解や、子どもを支援する方法も子ども理解に

は不可欠という捉えがあることを指摘している。

このように養成校に在籍する学生の子ども理解に

関する捉えは在籍期間中に変化すること、学生は

子ども理解にはさまざまな側面の理解が必要であ

ると捉えていることがわかる。

　このような捉えは養成校での学びで形成されて

いくと思われるが、学生の子ども理解に最も影響を

与えるのは、実際に子どもと触れ合うことで学びを

得る実習であろう。大谷ら（2014）は、学生の子

ども理解の変容プロセスを追い、学生の子ども理解

について、入学後は自己有用感をあじわうような

「自己満足の理解」、体験実習後は「行動理由の理

解」、保育実習後は非言語メッセージを読み取る

ような「保育者に向かう理解」となることを指摘

している。また志賀（2004）は、実習を通して子ど

もへのかかわり方は一様ではなく、子どもの状態や

場面の状況によって多種類のかかわり方があること

を理解し、子どもへの言葉かけや配慮、場面全体

への心配りなどの教育的配慮ができるようになる

こと、実習前と実習後の子ども理解について、実

習後は幼児の内面理解を深める方向や保育におけ

る全体と個の問題についての理解を深める方向に

変化していることを指摘している。このように保

育者養成の過程において、実習は学生の子ども理

解に関する学びを深める重要な機会となっている

ことがわかる。

　しかしながら、すべての学生にとって実習経験

が子ども理解を深める機会となるわけではない。

谷川（2010）は、リアリティ・ショックという概

念を通して学生の実習体験と学びの関連を検討し

ている。その結果、学生が自分自身の子ども理解

の不十分さというリアリティ・ショックを契機と

して、保育行為における主体の認識を自分から子

どもへ移行し、保育者の援助や役割についての新

たな認識を獲得していることを挙げ、リアリ

ティ・ショックの教育的効果を指摘している。しか

しながら、一方ではリアリティ・ショックのネガ

ティブな側面から抜け出せない学生がいること、

この二者間の差は、実習指導にあたる保育者の意

図がつかめなかったり、壁を感じるなどの保育者

と学生との関係にあるとし、保育者・学生間の関

係性の課題をさらに詳細なデータによって明らか

にする必要性を指摘している。

　以上のように先行研究では、実習は養成校のカリ

キュラムにおいて、子ども理解の深まりをもたらす

重要な役割を果たしているが、時には学生の学びに

負の影響を与える場合もあることが示されている。

では学びが深まる場合と負の影響となる場合では、

学生の実習での経験の何が違うのだろうか。本研究

では、谷川が挙げている保育者・学生間の関係性の

議論をさらに深めるために、保育者が実習指導と

して発する明示的・暗示的なメッセージに対する

学生の受け止めに着目する。その際、受け止めた

メッセージによって学生が力を注ぐ対象となった

事柄を学生の実習を方向づける「焦点」と捉え、

その焦点の違いによる学生の子ども理解に関する

学びへの影響を明らかにすることを目的として
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本研究を行う。

Ⅱ．方　　法

１．調査方法および内容

　本研究では、201X 年 10 月中旬に四年制の保育

者養成校Ａ大学に在籍する学生を対象として 1時

間半～2時間程度の半構造化インタビュー調査を

行った。質問項目は表 3に示す 6項目である。本

研究では、実習指導における指導者の明示的・暗

示的メッセージに対する学生の捉えに着目するた

め、この 6項目を質問の柱とし、状況のみならず

実習中の経験に対して抱いた気持ちを聞き取るこ

とを意識してインタビューを行った。

２．調査協力者と実習先

　A 大学での実習の流れ

　調査協力者が在籍する A 大学では幼稚園教諭

一種免許状、保育士資格、特別支援教諭一種免許

状の取得が可能である。このうち幼稚園教諭一種

免許状の取得は卒業要件となっている。保育士資

格は卒業要件ではないがほぼ全員の学生が取得し、

特別支援学校教諭一種免許状は約半数程度の学生

が取得している。

　表 4 に A 大学の実習の流れを示した。A 大学

では、独自の実習として2年次に大学の系列幼稚園

と保育所で 4日ずつ、計 8日間のグループ実習を

行っている。この科目はカリキュラム上では選択

科目となっているが、単位修得が幼稚園実習Ⅰ履

修の前提条件であるため、実質的には全員が履修

している。この実習ではひとクラスに 4名～7名

の学生が配属され、前期、後期各 2日間、子ども

達と一緒に過ごす参加実習、手遊びや絵本、ゲー

ムや製作などの実習計画を立案し実施する部分実

習を経験する。3 年次以上の学外実習に必要な基

本事項を体験により理解していく科目である。そ

の後 3 年次には、8 月～9 月にかけて初めての学

外実習である幼稚園での 4 週間の実習、11 月下

旬に社会福祉施設での 10 日間の実習を経験する。

さらに 4年次には、8月～9月にかけて 20日間の

表 3　質問項目

①実習の内容 配属クラス、部分実習などの回数、実習生としての仕事内容など

②実習園の雰囲気・特徴 園の方針やきまり、子どもへの対応の傾向、子どもの状況など

③実習指導体制 主な指導者、指導者の経験年数、指導時間は確保されていたかなど

④実習指導内容
主に指導されたこと（技術面・態度面、ほめられたこと・注意されたこと）
指導されて勉強になったこと・辛く感じたこと

⑤子どもとのエピソード 実習中に印象に残っているかかわりのあった子どもとのエピソード

⑥実習を振り返って 自己の成長を感じた点、うまくいかなかった点、実習園への就職意思など

表 4　A 大学における実習の流れ

学年 幼稚園教諭免許状 保育士資格 特別支援学校教諭免許状

2年次 乳幼児・障害児実習 ８日間 選択 乳幼児・障害児実習 ８日間 選択

3年次 幼稚園実習Ⅰ 20日間 必修 福祉施設実習Ⅰ 10日間 必修

4年次 幼稚園実習Ⅱ 10日間 選択 保育所実習Ⅰ・Ⅱ 20日間 必修 障害児教育実習 10もしくは15日間 必修

福祉施設実習Ⅱ 選択

※「必修」とは免許・資格において必修となっている実習を指す。
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保育所実習を行うが、その他に希望者は 10 日間

の福祉施設実習や幼稚園実習を履修することがで

きる。また特別支援学校教諭免許状の取得を希望

する者は、特別支援学校において 10 日間もしく

は 15 日間の実習を行う。

　研究協力者の選定と実習状況

　研究協力者は、初めての学外実習である 4週間

の幼稚園教育実習を終えた 3年生とした。協力者

の選定にあたっては、実習終了後の 3 年生 82 名

に対して本研究の目的や手続き等を説明し、調査

への協力を依頼した。その結果、調査協力に同意

した 9名を調査対象とした。なお、インタビュー

を行った第一著者は A 大学において資格・免許

科目を担当しており、協力者とは調査前から学生

と教員という関係で交流があった。

　A 大学では、2 年次に行われる 1 日の見学実習

や過去の実習資料をもとに学生が選んだ園を実習

希望先として各園に直接書面で申し込み、許可が

得られた園を実習先としている。表 5は、本研究

の調査協力者の実習園と実習状況を示したもので

ある。

　実習園の規模、実習クラスへの配属形態は多様

である。9 名のうち、5 名は 3 週間～4 週間、ほ

ぼ同じクラスに配属されているが、その他では前

半はランダム、後半 2週間同じクラスに配属され

ている者、1 週間ずつ 2 クラスに配属された他は

ランダムに配属されている者、毎日ランダムに配

属されている者と、園によって配属方針が違う。

部分実習に関しても、指導案を作成せずに絵本を

読んだり手遊びをしたり朝の会などを担当している

者もいれば部分実習にも必ず指導案を作成した者も

いるなど、かなりのばらつきが見られ、その回数

もさまざまである。また朝から降園までの1日すべ

ての保育で担任としての役割を担う完全実習注２）

を経験せずに終わっている者もいる。このように

実習での経験は実習園による差が大きいことがわ

かる。

３．分析の視点

　インタビューによって得られた語りはすべて

IC レコーダに記録し、調査終了後に逐語録を作

成した。その逐語録から、複数の質問項目に対す

る回答としてインタビュー全体を通して高い頻度

で語られた①実習中に力を注ぐ「焦点」となって

いた事柄、②園の実習指導体制や指導内容に関す

る学生の捉え、③実習を通した子ども理解に関す

る学びの 3点に着目し、実習経験のどのような側

面が学生の子ども理解に関する学びに影響を与え

ているのかについて検討した。

４．倫理的配慮

　インタビュー調査開始の前に、書面を提示しな

がら本研究の目的及び内容、プライバシーや個人

表 5　調査協力者の実習状況

対象者
園児数

（定員数）
実習クラス配属形態

部分実習、完全実習の回数

指導案なし 指導案あり 完全実習

A さん 105 3 週間ほぼ固定クラスに配属 3 5 1

B さん 270 4 週間ほぼ固定クラスに配属 4 2 0

C さん 300 4 週間ほぼ固定クラスに配属 0 8 1

D さん 390 毎日ランダムで配属 19 0 1

E さん 440 1 週間固定で 2クラスに配属、その他はランダム 20 1 1

F さん 140 4 週間ほぼ固定クラスに配属 0 7 1

G さん 210 前半はランダムに配属、後半 2週間は固定 4 2 1

H さん 190 4 週間ほぼ固定クラスに配属 20 1 1

K さん  80 前半はランダムに配属、後半 2週間は固定 10 1 0
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情報の保護などに加え、調査中に返答の拒否や協

力の撤回があっても今後の授業や学生生活への不

利益は生じないこと、研究で得た情報は成績評価

等に一切関連しないことを説明した。またインタ

ビュー内容を録音すること、調査結果を個人が特

定できないような配慮をした上で公表することな

どについても説明し、全ての調査協力者から同意

を得た。なお本研究は藤女子大学研究倫理審査委

員会の承認（2019-4）を得ている。

Ⅲ．結　　果

　分析の 3つの視点を中心に語りをまとめたもの

を表 6に示す。調査協力者の語りを分析した結果、

実習の「焦点」として「日誌」「保育者」「子ども」

「自分で考える」「設定保育の技術」の 5つが抽出

された。また焦点はひとりひとつとは限らず、2つ

以上の組み合わせで見られた者もいた。以下では

この焦点の違いが子ども理解に関する学びに与えた

影響について、語りの内容から探っていく。

１．実習中の焦点が「子ども」にある場合

　表 6 に示したとおり、C 以下の 7 名の焦点には

「子ども」が含まれていた。しかしながら、焦点

が「子ども」であっても、学びの内容は以下のよ

うにさまざまであった。

　子ども自体への理解が深まる

　調査協力者 C が実習した園は、子どもが外遊

びや室内に設置されたコーナーから遊びを選択す

る時間を中心とした保育を行っているため、実習

生が子どもと遊ぶ時間が長いことが特徴である。

また子どもがどのような考えをもち、どのような

遊びをしていてるのかを捉えて欲しいという理由

から、実習生には常に子どもと一緒に遊ぶことが

求められた。そのような中 C はさまざまな子ども

と出会い、子ども理解を深めている。以下は C が

語った子どもとのエピソードである。

　＜C 1＞ 子どもが毎日不思議なことをするん

ですよ。たとえばいざこざとかトラブルとか。

好かれて全然離してくれなくて本当にもう、

べったりとか。でも子どもっていつか飽きる

じゃないですか。でも本当にダメで、ズボン

脱がされそうになったり。笑っていたらダメ

だと思って、声のトーンも低くして真顔で話

したら、泣き出して、あ、泣いちゃったって

…。（中略）全然話してくれない子がいて、

おはようって言っても、なんかあったの？って

聞いても担任の先生のところに行っちゃうの

がすごく悲しかった。それが 3週目くらいま

で続いて、この子全然心開いてくれないって。

でも負けないぞって思って。ついに 4週目の

最初の日にその子と他の子どものお母さんが

来て、C 先生、〇〇ちゃん探してたんだよっ

て連れてきてくれて。そしたら園にない折り

紙に「一緒に遊んで」って書いてあって。言

葉では言えなかったけど、ちゃんと伝えて、

その日の自由遊びはずっとその子と遊んでい

ました。（中略）子どもの私への接し方がい

い方向に変わってきた。前なら私がすぐそば

にいても、他の先生のところに行ったりした

けど、けんかしても頼ってきてくれるように

なった。子どもが少し信頼してくれるように

なったんだと思ったら、私がやってきたこと

は間違いではなかったと思えて。（中略）先

生から学んだこともあるけど、子どもから学

んだことが大きかった。子どもとの信頼関

係って 4週間でもできるんだって。

　C は、これまでの系列園での実習で出会った子

ども達とは違い、元気で個性的な子どもが多い中、

最初は子ども達の不思議と思える行動に翻弄され

ながら自己の子ども観を更新していった。そのよ

うなかかわりを積み重ねていくことで、実習初期

には全く話をしてくれなかった子から家で書いた

「一緒に遊んで」という手紙をもらう、うれしい

出来事を経験した。それらの経験から「子どもの

自分への接し方が良い方向に変わってきた」こと

を実感し、「自分がやってきたことが間違いでは
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表
6　

3
つ
の
視
点
に
着
目
し
た
語
り
の
内
容

実
習

に
お

け
る

焦
点

指
導

の
受

け
止

め
子

ど
も

理
解

に
関

す
る

学
び

焦
点

焦
点

の
内

容

A
日

誌

・
日

誌
の

記
述

に
関

す
る

指
導

へ
の

対
応

に
よ

り
、

日
誌

作
成

に
時

間
を

と
ら

れ
寝

不
足

に
な

る
。

・
日

誌
に

使
用

す
る

言
葉

の
細

か
い

指
導

か
ら

自
分

が
書

き
た

い
こ

と
が

表
現

で
き

て
い

な
い

と
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

・
寝

不
足

の
た

め
子

ど
も

に
10

0％
向

か
う

こ
と

が
で

き
な

い
。

・
質

問
に

対
し

、
ど

う
思

い
ま

す
か

？
と

聞
か

れ
る

の
で

質
問

し
ず

ら
い

。
・

褒
め

ら
れ

た
こ

と
を

や
ら

な
け

れ
ば

と
意

識
す

る
。

・
待

つ
こ

と
も

援
助

と
教

え
て

も
ら

い
実

行
し

手
応

え
を

感
じ

る
。

・
支

援
の

必
要

な
子

に
自

分
で

考
え

写
真

を
使

っ
た

援
助

を
し

て
う

ま
く

い
く

。
・

寝
不

足
で

な
け

れ
ば

も
っ

と
で

き
た

と
思

う
と

後
悔

が
残

る
。

B
日

誌
保

育
者

・「
正

解
」

を
知

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

保
育

者
の

考
え

が
気

に
な

る
。

・
日

誌
に

保
育

者
の

動
き

を
重

点
的

に
記

す
必

要
が

あ
っ

た
た

め
、

子
ど

も
と

遊
ん

で
い

て
も

保
育

者
が

気
に

な
る

。

・
子

ど
も

と
の

接
し

方
は

聞
く

と
教

え
て

く
れ

る
が

、
設

定
保

育
に

つ
い

て
は

ま
ず

は
や

っ
て

み
て

と
言

わ
れ

る
。

・
教

え
て

も
ら

い
た

い
こ

と
を

「
考

え
て

み
て

」
と

言
わ

れ
自

信
の

な
い

ま
ま

過
ご

す
。

・
日

誌
は

先
生

の
動

き
を

重
点

的
に

記
す

よ
う

に
と

指
導

さ
れ

る
。

・
自

分
が

変
容

し
た

実
感

が
な

く
何

を
学

べ
た

の
か

わ
か

ら
な

い
。

・
自

分
の

子
ど

も
へ

の
か

か
わ

り
が

ど
う

だ
っ

た
か

と
い

う
評

価
は

ひ
と

つ
も

な
い

。
・

ま
わ

り
が

良
く

見
え

て
い

る
と

評
価

さ
れ

た
の

は
、

保
育

者
の

動
き

に
着

目
し

て
い

た
た

め
で

き
た

こ
と

な
の

で
当

た
り

前
だ

と
感

じ
、

評
価

さ
れ

た
こ

と
に

戸
惑

う
。

・
先

生
た

ち
を

見
て

真
似

し
た

結
果

、
子

ど
も

に
対

し
て

こ
う

し
た

ら
よ

い
と

い
う

「
定

型
」

は
で

き
た

。

C
子

ど
も

・
自

由
遊

び
の

時
間

が
長

い
園

で
ひ

た
す

ら
子

ど
も

と
か

か
わ

る
。

・
今

ま
で

経
験

し
た

現
場

と
の

違
い

に
戸

惑
い

を
感

じ
る

。
・

個
性

豊
か

な
子

ど
も

達
と

か
か

わ
る

の
に

必
死

だ
っ

た
。

・
子

ど
も

と
遊

ん
で

子
ど

も
の

考
え

や
遊

び
を

理
解

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
・

こ
こ

の
幼

稚
園

で
の

基
本

や
実

習
生

と
し

て
し

た
ほ

う
が

良
い

こ
と

を
細

か
く

教
え

て
く

れ
る

。
・

実
習

生
の

か
か

わ
り

を
聞

い
た

上
で

、
別

の
方

法
も

あ
る

と
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

が
、

先
生

が
違

う
場

所
に

い
る

こ
と

が
多

い
た

め
、

自
分

の
子

ど
も

と
の

か
か

わ
り

に
つ

い
て

の
指

導
は

あ
ま

り
な

い
。

・
け

ん
か

の
場

面
や

ト
ラ

ブ
ル

場
面

は
解

決
し

な
く

て
も

共
感

が
あ

れ
ば

よ
い

と
学

ぶ
。

・
と

り
あ

え
ず

や
っ

て
み

る
、

そ
の

結
果

を
反

省
し

次
に

活
か

す
態

度
が

身
に

付
く

。
・

何
人

か
の

子
ど

も
と

信
頼

関
係

を
結

ぶ
こ

と
が

で
き

た
実

感
が

あ
る

。
・

子
ど

も
と

接
し

て
い

る
う

ち
に

気
に

な
る

子
ど

も
が

で
き

る
。

も
っ

と
時

間
が

あ
れ

ば
子

ど
も

同
士

を
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

後
悔

を
も

っ
て

実
習

を
終

え
る

。

D
自

分
で

考
え

る
子

ど
も

・
自

分
で

保
育

者
の

様
子

見
て

学
ん

で
実

行
に

移
す

こ
と

を
頑

張
る

。
・

自
分

に
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
感

じ
取

り
行

動
す

る
。

・
毎

日
ラ

ン
ダ

ム
な

ク
ラ

ス
に

入
る

が
指

導
の

さ
れ

方
は

一
定

で
質

問
に

は
答

え
て

も
ら

え
る

。
・

毎
日

指
導

保
育

者
が

変
わ

る
こ

と
か

ら
、

細
か

い
質

問
は

あ
ま

り
で

き
な

い
。

・「
自

分
か

ら
動

く
」

と
い

う
積

極
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
積

極
的

に
子

ど
も

と
か

か
わ

る
こ

と
で

関
係

性
が

持
て

た
と

実
感

す
る

。
・

自
分

な
り

に
気

に
な

る
子

に
対

し
て

積
極

的
に

か
か

わ
り

子
ど

も
と

の
関

係
性

が
変

化
す

る
。

・
子

ど
も

の
発

想
力

す
ご

さ
な

ど
子

ど
も

か
ら

色
々

教
え

て
も

ら
う

。
・

言
う

こ
と

を
き

か
せ

よ
う

と
い

う
自

分
の

感
情

は
ダ

メ
だ

と
気

付
く

。
・

子
ど

も
に

対
す

る
先

生
の

意
図

が
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

E
子

ど
も

・
わ

か
ら

な
い

こ
と

を
積

極
的

に
聞

い
て

具
体

的
な

方
法

を
学

ぶ
。

・
子

ど
も

と
積

極
的

に
か

か
わ

る
こ

と
が

学
び

に
つ

な
が

る
こ

と
を

実
感

す
る

。

・
わ

か
な

い
こ

と
に

対
し

具
体

的
な

方
法

を
教

え
て

く
れ

る
。

・
子

ど
も

へ
の

共
感

が
大

切
だ

と
い

う
こ

と
を

、
保

育
者

か
ら

の
直

接
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

と
保

育
者

の
実

践
を

通
し

て
の

見
本

の
両

面
か

ら
示

し
て

も
ら

え
た

。

・
子

ど
も

に
気

付
か

さ
れ

て
、

声
掛

け
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

増
え

る
。

・
先

生
方

の
様

子
を

見
て

、
ま

た
は

教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
を

自
分

で
試

し
て

う
ま

く
い

く
実

感
を

得
る

。
・

子
ど

も
に

合
わ

せ
た

言
葉

か
け

の
コ

ツ
を

つ
か

む
こ

と
が

で
き

た
。

F
子

ど
も

・
支

援
の

必
要

な
子

や
手

の
か

か
る

子
が

多
く

、
そ

れ
ら

の
子

ど
も

に
翻

弄
さ

れ
自

信
を

な
く

す
場

面
が

あ
っ

た
。

・
力

量
が

な
く

て
も

一
生

懸
命

子
ど

も
に

向
か

う
こ

と
を

考
え

て
い

た
。

・
わ

か
ら

な
い

こ
と

を
保

育
者

か
ら

教
え

て
も

ら
え

る
環

境
だ

っ
た

。
・

反
省

会
で

の
指

摘
事

項
を

次
の

日
改

善
し

よ
う

と
す

る
姿

が
あ

る
と

ほ
め

て
も

ら
い

安
心

し
て

実
習

が
で

き
た

。

・
叱

る
よ

り
出

来
て

い
る

子
を

ほ
め

る
ほ

う
が

良
い

こ
と

を
実

感
す

る
。

・
こ

の
子

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
だ

ろ
う

と
ひ

と
り

ひ
と

り
へ

の
か

か
わ

り
方

を
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。

G
子

ど
も

設
定

保
育

の
技

術

・
様

々
な

経
験

を
し

て
保

育
技

術
全

般
を

学
ぶ

。
・

子
ど

も
へ

の
か

か
わ

り
を

し
っ

か
り

が
ん

ば
ろ

う
と

意
識

し
て

い
た

。

・
色

々
な

子
ど

も
と

か
か

わ
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

こ
と

、
子

ど
も

と
う

ち
と

け
る

の
が

早
い

と
ほ

め
て

も
ら

え
た

。
・

保
育

技
術

や
子

ど
も

へ
の

言
葉

か
け

に
つ

い
て

、
指

導
保

育
者

が
細

か
く

教
え

て
く

れ
た

。

・
泣

い
て

い
る

子
へ

の
対

応
な

ど
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
・

子
ど

も
に

行
動

の
変

化
を

促
す

言
葉

か
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

部
分

実
習

で
活

動
を

ス
ム

ー
ス

に
進

行
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

H

自
分

で
考

え
る

子
ど

も
設

定
保

育
の

技
術

・
2

週
目

以
降

の
毎

日
の

部
分

実
習

で
実

践
力

が
向

上
す

る
。

・
子

ど
も

へ
の

か
か

わ
り

は
先

生
方

の
実

践
を

見
て

学
ぶ

。

・
部

分
実

習
の

指
導

は
細

か
く

し
て

も
ら

え
る

。
・

子
ど

も
と

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
は

、
こ

う
い

う
方

法
が

あ
る

と
教

え
て

は
く

れ
る

が
、

自
分

で
も

試
し

て
み

る
よ

う
に

言
わ

れ
る

。

・
泣

い
て

い
る

子
に

は
一

度
落

ち
着

か
せ

て
か

ら
話

を
聞

く
と

良
い

こ
と

を
学

ぶ
。

・
先

生
方

の
設

定
保

育
の

方
法

を
見

て
、

子
ど

も
に

わ
か

り
や

す
い

説
明

方
法

を
学

ぶ
。

K
自

分
で

考
え

る
子

ど
も

・
先

生
方

の
様

子
を

見
て

そ
れ

に
倣

う
。

・
本

当
に

困
っ

た
こ

と
は

実
習

生
か

ら
指

導
保

育
者

へ
確

認
す

る
。

・
自

分
の

行
い

が
こ

れ
で

よ
い

の
だ

ろ
う

か
と

思
う

こ
と

が
あ

っ
た

。

・
実

習
生

の
た

め
の

反
省

会
は

な
い

。
・

聞
け

は
教

え
て

く
れ

る
し

、
担

任
の

先
生

か
ら

困
っ

て
い

る
こ

と
は

な
い

か
と

聞
か

れ
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
・

自
分

の
行

い
に

対
し

て
何

か
言

わ
れ

る
こ

と
が

少
な

い
。

・
先

生
の

姿
を

見
て

、
し

て
ほ

し
い

こ
と

を
伝

え
る

時
に

ま
ず

は
共

感
し

て
か

ら
伝

え
る

こ
と

が
良

い
と

わ
か

る
。

・
自

分
が

明
る

く
過

ご
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
、

男
の

子
と

接
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。
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なかった」と思えるような子どもとの関係性構築

に対する手応えにつながった。また関係性の構築

のみならず、実習園の保育者たちの様子から学ん

だかかわり方の実践から、以下語り C2 のように、

喧嘩の場面では共感することが大切なことや、子

どもの遊びを広げるかかわりができたことによって

子どもの創造力の豊かさに気付く経験をしている。

＜C 2＞ 先生たちは喧嘩に介入しないで、終

わってからさっきはどうだったって話してい

た。でも私はそういうかかわりができないし、

泣いてくるんですよ。実習生はもしかして何

かしてくれるかもっていう気持ちがあるから

だと思うけど。周りで見ていた子に情報もら

わないとわからないので聞いても言っている

こと違うし、本人も違うし。どうしようって

なる。とりあえずみんなの話を聞いて共感し

たら、もうそれで終わって。痛かったところ

冷やしにいこうかって言って冷やしたら終わ

り。（中略）最初は子どもにのっていたけど、

先生方が仕掛けるのを見たので、製作などは

子どもの隣で違うものを作った。興味を示し

てくれた時とそうでない時があったけど、う

まくいった時はまわりの子が全員作ってくれ

た。目新しいものを作ると子ども達は興味を

もってくれた。糸電話とか、私は普通の2人用

を作ったんだけど、3 人から 4 人で話したい

となって、じゃあ、糸をつなげようってなっ

て。聞こえないとかもあったけど、糸を引っ

張たらいいとか。あ、遊びが広がってるって

感じた。子どもの創造力がすごいなって思っ

た。

　以上のように、C は自己の興味に基づいて自由に

遊ぶ子ども達と接する機会が多くある中で、子ど

も自体の理解を深めていった。そのような子ども

理解の深まりは、以下語り C3 にみられるように、

「友達と遊ぶようになって欲しい」という願いや

援助の気持ちを抱かせ、「もっと前に気付いてい

れば他の子たちの輪の中に入れてあげたかった」

という自己のかかわりへの省察にもつながった。

＜C 3＞ 早朝から預かりまでいる年長の子、

気が強くてストレートに言う。その子と仲良

くなって 3 週目とか結構一緒にいた。土曜保

育に入った時に、その子がいて 1 対 1 で遊ん

でいた時、いつも誰と遊んでるの？って聞い

たら、誰とも遊んでいないって言って。いつ

もどんな遊びしているの？って聞いたら、全

部ひとり遊びなんですよ。そこから最終週に、

その子の周りをみたらいつも一人だと気づい

て。その子と私と他の女の子とすごろくをし

ていた時、言っていることは正しいけど言葉

が強い。それでけんかになった。私がいた時

には、実習生とは言い合いにはならないので、

いわば大きな友達みたいな感じだったと思う。

私にとって勉強になったけど、私がいなく

なったら、あの子どうしてるんだろう。もっ

と前に気付けていたら、他の子たちの輪の中

に入れてあげたかったなって思った。ほんと

どうしてるんだろう、あの子…。

　保育者からのアドバイスによって子どもへの

かかわり方を学ぶ

　C は子どもそのものへの理解を深めた実習で

あったが、それに対し、E、F、G は、以下語り

E 1、F 1、G 1 のように食事や身支度が遅い子、

片付けをしない子などに対して行動の変化を促す

ための具体的な言葉かけを保育者から教えてもら

い、それを実際に試すことで手応えを感じた実習

であった。

　＜E 1＞ ご飯食べるのが遅い子に、「食べて

ないよ」しか言えなかったんですよ。初日に

入ったクラスの先生に「目つぶったらなく

なってないかな～、まさかね…？」ってい

う言葉かけを教えてもらったんですよ。次の

日から試したら効果絶大で、それを最後まで

やってて、最後まで活かされていて、そうい
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うのがいくつもあった。

　＜F 1＞ アドバイスは、次の日に実践してみ

て、あんまりうまくいかない時は、やり方が

ちょっとずれているのかなと思って。一番響

いたのは、お仕度しない子に、じゃあ 10 数

えるからって言って、数えるとパーっとやる

とか。あれは一番すごかった。ご飯食べない

子、お仕度しない子、朝の準備をしない子と

か、担任の先生はこういうことを実践してま

すよと教えてもらった。

　＜G 1＞片付けをしてくれない子に 「競争し

よう」っていうのがいいよと教えてもらい、

次の日にやってみると、うまくいくことが

あった。あと、ちょっと待っててねと言って

も待てないから、具体的に〇〇ちゃんの次に

行くなど言うといいと言われて、やってみる

と待ってくれるようになったり。

　E、F、G は、対応に困る場面に遭遇した際の

具体的な言葉かけについてアドバイスをもらい、

それを試したところ、子どもの行動が変化するこ

とを実感している。E 1 の語りにあるように、そ

ういった経験を実習の中でいくつも積み重ねてい

くことで、以下語り E 2、F 2 のように次第に自分

で子どもの行動の変化を促す言葉かけを考え試し、

子どもからのフィードバックをもらうことを重ね、

言葉かけを考える楽しさや大切さを感じるように

なった。

　＜E 2＞ 反省会でこういう対応はどうだった

んだろうと聞いたら、受け入れる、満足する

のが大事だと言われて、やってみたら、なる

ほどって。やってみて、自分でも反省して

ちょっとずつ変えていって、声かけのちょっ

との差ですごい変わるっていうのが実感でき

た。

　＜F 2＞ ずっとこの子にはどうしたらいいん

だろうと考えて、ひとりひとり対応変えよう

と思って、ちょっと生意気っていうか、斜に

かまえている子には挑発的にしてみたり、そ

ういうこと言ったらへこむんだろうなって子

には、ずっと話を聞いてあげたりとか。この

子にはこうしてるとか、先生のやり方を見た

り、私がした発言にうれしそうだったら続け

るし、ちょっと響いてなかったら対応を変え

るし、色々試してみて。すごく考えました。

　以上のように E、F、G は、実習初期から困っ

たことに対してどう対処すればよいのか具体的な

声かけや態度を教えてもらい、それを試してうま

くいくという体験を重ねることで次第に自分でも

言葉かけを工夫するようになった。その結果、以

下語り G 2、E 3 のように、実習の前後で自分が

成長した点として子どもへのかかわり方を挙げ、

個々の子どもの個性に合わせた対応も考えられる

ようになったため、将来幼稚園教諭となることへ

の自信をつけるなど、子どもの行動の変化を促す

ことに対する自己効力感を得ていった。またこの

ような子どもへの言葉かけに意識を向けた実習を

行う中で、E には「子どもは大人の気持ちがよく

わかっている」といった子どもの本質を捉えた語

りもみられた。

　＜G 2＞ 子どもへのかかわり方。誰かと話を

していても泣いている子がいれば、まわりの

子ひとつずつに泣いてる原因を聞いていくと

か、そういうところが初日には出来なかった

けど、出来るようになりました。

　＜E 3＞ 反省会して、自分でやってみて、自

分の中で子どもに気付かされてふえた言葉も

あったし、先生方の様子を見て学んで試した

ことがたくさんあって、初日と比べたら、子

ども達のまとめ方とか、ひとりひとりにかけ

る言葉も増えたなって思う。初日はうまくい

かなかったことも、どうすれば子どもが動い

てくれるのかがわかって、子どもが動けるよ

うな言葉かけが多くなったなって。最初のほ

うは、どの子がどういう子かわからなくて、

同じ言葉かけしかできなかったけど、最後の

ほうは、この子はこういう子だから、こうい
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う言葉かけが良くて、でもこっちの子は

ちょっと言えばわかるとか、少しずつわかっ

て、たぶん担任になったら子どもと長く付き

合うから、もっとできるんじゃないかって。

（中略）子どもは先生の気持ちがわかってい

るんだと思った。子どもだからといって適当

なことを言ったらわかるし、意外とわかって

いるんだなと思った。先生、どうせやらないん

でしょとか。年長さんは特にすごくわかって

いると思った。年長さん、ちょっと緊張した。

　保育者を手本としながら自分で考え実践する

　E、F、G は自分の疑問を保育者に質問し、具

体的な解決方法を教えてもらっていたが、それに

対して D、H、K は以下の語りからわかるように、

毎日違うクラスに入るため細かく質問できる雰囲気

ではないことを察したり「色々試してください」

と言われたことなどから、具体的な方法を教えて

もらうよりも、保育者の子どもへの対応を見て、

自分で考えて実践することが多い実習であった。

　＜D 1＞ 毎日違うクラスに入るので、何か

あった時にひとつひとつ聞いていられないの

で自分で見て判断するのが大切と思ってやっ

てました。単純に子どもとのかかわりの引き

出しが増えたと思う。楽しんでもらえるバリ

エーションが先生のやり方を見て増えました。

でも一番は見て学んで実行していくという能

力がついたと思う。先生方から実習生の動き

を制限しないから、どんどんやっていってと

いうのがあったので、自分でやっていった。

こんなことをやってもいいのかな？と思うこ

ともあったけど、わからないことはどんどん

聞いてどんどん行動してくださいと言われて

いたので、どんどんやっていきました。

　＜H 1＞ 子どもとのかかわり方については、

特に教えてもらったことはないです。私の様

子を見ていたとは思うけど、何もなかった。

年長さんがごっこ遊びをしていてなりたい役

になれなくて泣いてしまったことがあって、

どうしたらよかったか聞いたら、「年長さん

になると自分がやりたいことが明確にあるの

で、こちらが提案しても受け入れてもらえな

いこともあるので色々試しながら…」って言

われて、色々と試しました。困ったことを聞

いた時には、例は出して教えてくれるけど、

最後には自分で色々と試してと言われること

が多かったと思う。

　＜K 1＞ 最初の 1 週目くらいは、先生方の様

子を見て探り探りだったんですけど、例えば

高いところに上るのは先生達もダメって言っ

てて、大型積み木があったんですけど、それ

に上りたい子がいっぱいいて、それに対して

は先生方すごい厳しかったので、それはダメ

なんだなとか、結構自由にしているふうに見え

て例えばちょっと重たいもの、子どもが持つ

べきものじゃないものをもっている子がいた

としたら、すぐに取り上げる、危険なことと

か、怪我しそうなこととかは絶対ダメなんだ

と分かったのは 2週目の後半くらいで、そこ

からは自分なりに考えてやるようにしました。

　以上の語りからは、D、H は「自分で積極的に

試す」ことを望むという保育者からのメッセージ

を受け取り、保育者に子どもへの接し方を細かく

聞くのではなく、保育者の様子を見ながら自分な

りに子ども達とかかわる方法を考えて試していた

ことがわかる。その結果 D は、以下語り D 2 の

ように子どもとの信頼関係を築くうれしさを実感

し、実習後半では「子どもに言うことをきかせる

のではなく、子どもと一緒にやっていくという姿

勢が大切である」という子どもとかかわる際に必

要な気付きを得て、保育の楽しさを感じることも

出来ている。また H は、H 2 のように難しいと

思っていた泣いた子への対応方法を自分で試行錯

誤しながら見つけることが出来ている。

　＜D 2＞ 支援が必要な子と初めて会った時に、

かかわることをしようと思って積極的に話し
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かけて、先生からも跳び箱をしたいから見て

てと言われたりしたから、かかわる時間が多

かった。パニックをおこしながらもかかわり

をもっていたら、違うクラスに入っていた時

に、先生に会いたいって言ってたよと連れて

きてくれたりしたことが仲良くなれたのかな

とうれしかったです。（中略）実習後半に自

分の中に言うことをきかせようという感情が

あることに気付いて、それはダメだと思って、

子どもと一緒にやってくという感情に切り替

えるようにしたら、それをすると、自分が気

張らなくてもよくなったので、心持ち的に子

どもと楽しく過ごせるようになったと思いま

す。うまくいかない疲れたと思うこともあっ

たけど、その時は担任の先生がずっと笑顔で

やっているのを見て、自分に笑顔がないことを

気付いたりした。笑顔はいいなと思いました。

　＜H 2＞ 泣いちゃった場面に遭遇して、最後

のほうで水を飲んだらリセットすると思って、

飲ませていました。飲ませて、「大丈夫そ

う？」って聞いたら、「大丈夫」となるので… 

話を聞いてあげて水を飲んだら落ち着いたり

するので…　暑かったし、ひくひくしている

ので水飲ませてみようと思ってやってみたら、

落ち着いた。

　一方、上記 K 1 の語りからも保育者の様子を見

て学ぼうという様子が見られるが、D、H と異な

るのは、以下語り K 2 からわかるように、実習期

間中に反省会と言われて参加していたのは、先生

方の日々の打ち合わせであり、疑問などを質問す

るような K のための反省会が一度もなかったこ

とである。

　K は自分のための反省会がなかったことに対し

て、本当に困った時には自分から聞いていたので、

そこまで不便ではなかったが、「ちょっと、もや

もやした」と述べている。また、自分の行動に対

して 1度だけアドバイスをもらったが、その他は

保育者からの助言や注意がほとんどなかったため、

自分の行いについてずっと気になったまま実習を

続ける状態にあった。そのため、先生から得た学

びはあるものの、成長したと思うことは自己の変

容にとどまり、課題には子どもへの言葉かけを挙

げている。このように、同じ「自分で考える」で

も、D や H とは学びの内容が若干異なる様子が

みられた。

　＜K 2＞ 反省会と言われて参加はしていたん

ですけど、先生方の打ち合わせに参加して、

質問するっていうよりは、何か感じたことは

ありますか？って聞かれて言っていた。それ

に対して何か深く言われたり、教えてもらっ

たことがほとんどなくて…本当にどうすれば

よかったんだろうって思ったことは、朝の準

備のあとに先生に聞いたり、あとは設定保育

に関しては私から先生に確認することがあっ

たんですけど、反省会が全部終わってから、

大丈夫？なんか聞くことない？って担任の先

生も声は掛けてくれました。部分実習でも普

段先生達がしていたように、今日やったこと

はこういうことで、その時に何々ちゃんがこ

うなってしまったっていう、そういう話はし

ました。でも、それに関して言われることは

なかったかな。最初はこんな感じかと思った

んですけど、よくよく考えたら…そうですね、

ちょっともやもやはしましたね。（中略）1回

だけ、初歩的だけど、何も考えないで自由遊

びの時に座ってたんですけど、先生に声かけ

られて、子どもにここ座ってって言われない

かぎり、全体が見える位置に移動した方がい

いよって言われたんですけど、それ以降、本

当に何も言われなくて、あまりにも言われな

いと、心配になりました。そんなに出来てる

わけじゃないと思うし、先生方も気づいてい

ることが絶対あるはずなのに言われないのっ

て、なんか…気になるな～って思ってはい

ました。（中略）成長したと思うのは、普段

の自分とは違う感じで、明るく接することが

できるようになったところ。先生達がすごい

元気で、「若い」って感じ。落ち着いている
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というよりは、子ども達と遊ぶ感じの特徴が

あるなと思って、そこを自分も吸収したいな

と思って、その点を真似したり、おとなしい

なと思う子どもにも物おじしないでかかわれ

るようになりました。課題は、やっぱり声か

けが難しいなと思ってて、自分は正論みたな

いことを言ってしまうけど、先生方はまず共

感をしている。わがままなことをいう子がい

たんですけど、余裕がないと共感するとか、

子どもがやさしいなって思えるような声かけ

はできないと思うので、しょうがないって

ちょっとは容認するとか、そういうの大切な

のかなと思いました。でもそれが自分には難

しい。

　設定保育の技術を学ぶ

　G、H の語りでは、設定保育の機会を重ねる中

で、設定保育場面に必要な保育技術を学び、自信

を得た様子がうかがわれる。以下語り G 3、H 3

のように、ペースが遅い子どもや飽きてしまった

子への対応の仕方や、絵本の読み方、製作の説明

の仕方などを指導保育者から細かく教えてもらっ

ている。前述したとおり H は、自由遊びでの子

どものかかわりは自分で考えることが多かったが、

設定保育に関しては具体的な指導を受けている。

その結果、子どもの前で何かをすることに慣れ、

臨機応変な対応ができるようになったと語ってい

る。このように G、H は、自由遊びの際の「個」

への対応と共に、「子ども集団」への対応に関す

る手応えを得た実習であった。

　＜G 3＞勉強になったことは・・・保育技術、

絵本の読み方とかも勉強になった。（中略）

完全実習は、ずっと緊張してて。あっという

間で終わった。製作はこういうほうが良いと

か、強度があったらいいとか、説明の仕方も

そうだし、言葉の選びかた、活動と活動の間

には個人差があるので、先に終わった子に合わ

せて手遊びなどして待っていたら、遅い子も

急ぐようになるとか、教えてもらった。（中略）

部分実習などができるようになった。子ども

が司会するんだけど、言葉がうまく出てこな

い子がいて、それのサポートを 1回目はでき

なかったけど、それができるようになった。

たぶん、子どもの前に立つことに慣れた。

　＜H 3＞ 担任の先生はけっこうベテランの先

生で、ほぼ毎日反省会をしてくれた。10分～

15 分くらいかな。部分実習と完全実習の時

には、担任の先生と実習担当の先生と 3名で

やって、完全実習の時には園長先生と 4人で

やった。（中略）指導されたのは、技術的な

ことでいえば、部分や完全の時にこうやった

らもっとわかりやすいとか。完全実習でハサ

ミ使った時、正面むいてやったほうが良い、

作り方を作っていったのでそれを見せてやっ

たほうが良いよとか。勉強になったことは、

何かあった時に仕切り直してあげたほうが、

子ども達が活動にむけて向かっていけるって

いうこと。ストロー飛行機で飛ばすのを飽き

てしまった子に、上手だった子だったので、

その子にどうやったらうまく飛ばせるか聞いて

みるとか、そういう方法を教えてもらった。

（中略）ピアノを弾いて歌うたう、子どもの

前で何かをするということとか、臨機応変に

できるようになった。

２．実習中の焦点が「子ども以外」にある場合

　焦点が子ども以外だった A、B の語りからは、

子どもよりも「日誌」や「保育者」が焦点となっ

てしまった様子が見られた。以下では A と B の

語りから、子ども以外が焦点になってしまうこと

と子ども理解に関する学びとの関連を見ていく。

　「日誌」が焦点となり、子どもとのかかわりに

集中できない

　A と B で共通の焦点となっているのは「日誌」

であったが、その内容には違いも見られた。A は

日誌の言葉の使い方を指導され、そのコツをつか
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むことができず日誌作成に時間がかかり寝不足に

なった結果、語り A 1 のように日中の保育に集中

できない状況が続いた。一方、B は日誌記入の際

には、「保育者の動きに重点をおくこと」と指導

され、語り B 1 のように保育者の動きを捉えよう

とするあまり、子どもへ気持ちを向けることがで

きず、子どもへの対応は「こなす」感覚であった。

B の焦点は日誌の作成により、「子ども」よりも

「保育者」となってしまった様子がうかがわれる。

このように、本来 1日の保育を振り返るための大

切な作業である日誌作成が、A や B にとっては

子どもとのかかわりがおろそかになってしまう要

因となっている。A は日誌作成に無理はしないよ

うに声をかけてもらっているが、二人とも日誌の

指導から受け取ったメッセージによって焦点が日

誌を書くことになってしまっている様子がうかが

われる。

　＜A 1＞「〇〇をしない」とかを「違う方に

関心が向いている」とか、直接的な表現じゃ

なくてやさしい言い方にするのに苦労しまし

た。何回も指摘していただいて、申し訳ない

なって思うんですけど、違う言葉で言うと意

味合いが違ってきちゃったりするじゃないで

すか。その適切な表現をするのがすごく難し

くて、意味合いが変わっちゃうと日誌の意味

がなくなっちゃうので…。帰って日誌書いて、

指導案書いて、色々あって。3 週目くらいま

では 1～2 時間の睡眠時間でした。昼の記憶

があんまりなくて、ちゃんとやってはいたん

ですけど、自分的にはあまり覚えていない。

子どもと接している時はしっかりしてて、で

も掃除をしている時に保育の流れを一生懸命

振り返ろうと思うけど全然つかめなくて、メ

モがだめだったので思い出そうと必死だった

んですけど、それが全然できなくて…。（中略）

あと聞かれたんですよね、どれくらいかかっ

た？って 2日目に、6時間かかりましたって。

そしたら、頑張りすぎないでねって言われた

んですけど、そんなあれじゃないですか、頑

張らないのはダメで、頑張ったんですけど。

（中略）日誌に細かさを求められているとい

う意識はなかったとは思うけど、「ここはこれ

だけじゃわからないから、誰にでもわかるよ

うに書いて」って言われると、書かなきゃっ

て。

　＜B 1＞「先生方の動きに重点おいてね」って

言われて、お部屋でコーナー遊びをしている

時も、今先生何やってるんだろうって、視線

の端の方でやっていることをずっと感じなが

ら、こっちで子どもに対応してたので、子ど

もとかかわるというよりは、子どもは「こな

す」みたいになっていったんですよ、だんだ

ん。今思ったら、すごいこなしてたなって思っ

て。自由遊びの時は、先生の活動が見れない

ので子どもとのかかわりに意識がいったけど、

コーナー遊びとなると、先生方の声かけとか、

どういう対応をしていたかを見なきゃいけな

かったので、子ども達はこなして、こなして、

こなしてみたいな。日誌を書いていて、日誌

に書くために先生方の様子を見るから気付け

たことも沢山あったので、マイナスではないと

思うし、いいことかなと思うんですけど、日誌

にしばられてる実習というのはありました。

（中略）1 回目の日誌が返却されてきた時に

「どんな声掛けがありましたか？」と書かれ

てて、それを書かなきゃならないって思って、

「保育者の動き」の欄がだんだん黒くなって

きて、もう、基本、ここっていう感じでした。

　このように、焦点が「日誌」となってしまった

実習によって、A は以下語り A 2 のように子ども

に関する学びを得た感触をもってはいるが、それ

は十分ではなく、もっと何かできたという後悔が

残った。一方 B は以下語り B 2のように園から「周

りがよく見えている」という評価をもらったが、

その評価の裏返しとして、子どもからの学びをあ

まり得ることが出来なかったと感じ、後悔してい

る。インタビュー調査の項目のひとつである「子

どもとのエピソード」を聞いた際に、返答に困る
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様子も見られ、特定の子どもとのエピソードを語

ることはできなかった。このように A、B は日誌

作成に関する園からの指導で発せられるメッセー

ジを敏感に受け取り、そのことに集中した結果、

子どもとのかかわりに後悔を残す実習となった。

　＜A 2＞ 実習中に「待つことも支援のひとつ

だよ」と教えてもらって、保育室から出て

いって遊んでいる子に、保育室のドアを閉め

て、保育室の前にたって遠目で見てて、そん

なに声かけることをしないで表情で悲しい

なっていうのを伝えていたんですけど、そし

たら顔見合わせた時に、その子も悲しそうな

表情をして、戻ればいいのねって感じで保育

室に戻ってくることがあって、言葉でないの

に伝わったんだなということがすごくうれし

かったです。（中略）遊びの場面でもっと発

展させられるかと思うこともそんなに考えら

れてなかったので、なんだろう、わかりやす

い部分？っていうのかな…そこは関われた思

うけど、発見できたところはもっとあったん

じゃないかなって思う。最後の週はちゃんと

寝れていて意識もはっきりしていたので、遊

具の下でうずくまっている子を発見できたり

とか、ちゃんと対応できたことがあったので、

前半もあったんじゃないのかなと思って全体

的に後悔がある。

　＜B 2＞ 実習中は子どもとのことを、こなし

てるとは思っていなかったし、日誌に書かな

きゃいけなし、反省会でも質問したいしって

思って、そうやってやってたら、最後の反省

の時に、周りが良く見えてるっていう評価に

なってて。担任の先生の声掛けとかもすごく

聞いていてって評価になってて、まあ、聞い

てたけど、それを聞いてるから、子ども達と

はかかわれてなかったんだよなって思って、

なんか、もやっとしましたね。他の園でエピ

ソード記録とかしているのを聞くと、やりた

かったなって思ったし、今日の日誌がエピ

ソード記録なんだって思ったら、もっと子ど

もに集中できたんじゃないかなとは思います。

（中略）子どもとのエピソード？…うーん、

なんだろ、すみません、えー子どもとの…頑

張ってしたこと…？

　以上のような日誌の作成の大変さについては、

A、B だけではなく、焦点が「子ども」であった

D も語っている。語り D 3 のように、返却された

日誌にたくさんの指摘があったことで、細かく書

かなければならないことをメッセージとして受け

取り、日誌作成にかなりの時間を割くため睡眠時

間も少なく、精神的にも体力的にも辛かったと

語っている。しかしながら、A、B と異なる点は、

そのような辛さの中にあっても日誌に記されたコ

メントがためになると感じていることや、保育者

の援助に着目する時間と子どもとのかかわりに集

中する時間を自分でバランスをとって過ごしてい

たことである。そのため A や B とは異なり、焦

点が「日誌」とはならず、子ども理解に関する学

びを深めることができたと考えられる。

　＜D 3＞ 日誌を書くのにすごく時間がかかっ

て、7～8 時間とか。睡眠時間は 2 時間とか

しか寝てられなかったし、精神的にしんど

かったです。体力もきつくて、最終週に声を

からしてしまって…完全実習の週は、木曜

日・金曜日はもう寝なくてもいいやっという

感じだった。（中略）日誌は書かないといけ

ないと思っていて、1 日目の日誌が 3 日目く

らいに帰ってきた時、修正がたくさんあった

ので、これ全部やらなければと思って、3 日

目の日誌を細かく書いてしまって、それ以降

はそこからクオリティをおとしたらダメだと

思ってがんばってました。1日目の先生に「こ

んなに書いたの？」と言われて、あ、そんな

に書かなくても良かったのかな…と思ったり

もしたけど、ここは頑張ると自分で決めてま

した。頑張って書いた分、宝物になるからと

も言われて頑張ってました。（中略）自分で

描いたことにコメントしてくれたので、量を
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書いてなかったら、先生のコメントも減るん

だろうなと思ってやっていたところもあった。

先生の動きと子どもについては、ホール遊び

している時などは子どものほうを見るなど、

先生の方を見るか、子どもと遊ぶかのどちら

かと自分でバランスをとってた。逆に部屋だ

と何かトラブルがあった時に先生のやり方を

注意して見ていたり。（中略）先生からのコ

メントが書いてることで、どこを注目すると

良いのかわかってきたので、それはありがた

かった。ここは子どもと関わっていい場面と

か、ここは先生のねらいを気付けたら良い場

面って考えられるようになってきました。

　保育者の「正解」がわからず戸惑う

　A と B には、日誌以外にも共通点が見られた。

それは保育者に質問しても具体的に答えてもらえ

ない雰囲気を察し、気軽に質問ができなかった状

況にあったということである。A は語り A 3 のよ

うに、質問したことに対して意見を求められるた

め、質問をためらうことにつながった。また B

は語り B 3 にあるように、実習生にあまり指導を

しないという園の方針を感じ取り、確認したいこ

とがあっても自ら聞くことをやめている。その結

果、「正解」を知っている保育者の前で「正解」

ではないかもしれない方法で部分実習を進めてい

くことに不安感がつきまとい、自信をもって取り

組むことができなかったと振り返っている。

　＜A 3＞ 反省会で「疑問に思ったことは？」

とかを聞かれて、「どういう対応をすべきで

すかね？」って質問すると、「どう思います

か？」ってくるので、本当に迷った時以外は

聞かなかった。そう返ってくるので。答えた

ことに対しては、たいていがその考え方でい

いと思いますって言われて、先生もこういう

考え方でしているので、というのを説明いた

だいて、終わりました。

　＜B 3＞ （担当の先生が）ベテランの先生な

んですよね、指導力もあるし、先生の中でう

まくいくみたいなのがちゃんとあって、正解

がわかってるじゃないですけど、こうしたら

できるっていうのが、先生の中にはあるしわ

かってるんですよね。でも、実習生にはあま

り指導しないっていう方針なので、先生がや

りたいようにやったらいいよって言ってくだ

さってて、だから逆に指示を仰ぎづらいって

いうか、こっちが自由にやっていいとなって

ると、あんま聞かないほうがいいのかなって。

でもこれは正解じゃないとわかってる指導案

をもとにやらなきゃならないっていうのが、

ちょっと、なんだか…全体でなくても、ちょっ

とここをこうしたらって 2～3 点あれば、自

信をもってできたかな、とは思いますね。い

いのかな？ってものをそのままシミュレー

ションしてて、そのまま子ども達の前でやっ

て、いいのかな？って思いました。

　このように実習園としては実習生に自分で考え

てもらい、考えたことを試すことで学びを得て欲

しいという願いがあると思われるが、語りの内容

からそれがうまく機能していない様子がうかがわ

れる。保育者から具体的な方法を教えてもらう機

会が少ないといった点では、前述した D、H、K

と似ているが、D、H、K は保育者に質問すれば

教えてもらえないわけではないと認識していたこ

とが A や B とは異なる。特に B は自分の行いに

ついて、ほめられることも注意されることもない

まま、自分がどのようにしていけばよいのかがわ

からずに実習が進んだと感じているため、以下

B 4 のように、自分が成長した実感がないと語っ

ている。

　＜B 4＞積極性とかほめられた実習生もいて、

でも私何もなかった。本当に何もなかったん

ですよね、指導されたことが。何もなかった

なって今思っても。だから、自由遊びのかか

わりも 1日目と最終日は同じなんですよね。

何か変えたのではなく、指導されないし、そ



27学生の子ども理解に関する学びに影響を与える要因

んなに成長した感はない。堪え切ったという

のはありますけど。4 週間実習できたという

のはあるんですけど。こなせた感が強くて、

どこが成長したかって聞かれても、行った前

と変わったかな？ってというのはありますね。

絵本読んでもパネルシアターやっても、特に

指導されることはなくて、なんか、何かを

やって指導されて、改善してやってみたって

いう経験がひとつもなくて、基本的には。自

由遊びのかかわり方にも何にも指導が入らな

いし、周りの先生もだいたい同じ、だからだ

いたい同じようなことをやっていて、そのま

ま定型になってみたいな感じでした。多分。

だから、特に何にもなかったのかもしれない。

なんか、何を学んできたんだろう…。

　以上のように、焦点が「日誌」や「保育者」で

ある A や B には、もっと子どものことに集中し

たかったという後悔や、自分が成長したと思える

手応えを感じることが出来ていない様子がみられ

た。子どもに集中できなかったため、先に述べた、

焦点が「子ども」であった 7名に比べ、子ども自

体の理解の深まりや子どもに対応するための技術

を修得できたという実感が薄い傾向にあった。

Ⅳ．考　　察

　幼稚園教育実習後の学生の語りをもとに、実習

中に焦点となった事柄、園の実習指導体制や指導

内容に関する学生の捉え、実習を通した子ども理

解に関する学びの 3点に着目し、学生の子ども理

解に関する学びと実習の経験の関連について探っ

てきた。主な結果は以下の通りである。

　第一に、実習の焦点が「子ども」におかれてい

る者と、「子ども以外」におかれている者がいる

ことである。実習の焦点が「子ども以外」である

者は、「日誌」や「保育者」に焦点がおかれていた。

いずれも実習生の学びを深めるための配慮のもと

に発せられる指導者からのメッセージに学生が

「そうあらねば」と反応した結果、日誌の作成に

膨大な時間を要したり、保育者にばかり目がいき、

結果的には子どもとのかかわりに集中できない状

況が生まれていた。

　第二に、焦点が「子ども以外」であった者は

「子ども」であった者よりも子ども理解に関する

学びの深まりがみられないことである。これは上

記のように他のことに気を取られ、子どもとのか

かわりに集中できない状況であったためと思われ

る。しかしながら集中できない理由のひとつとし

て挙げられる日誌の作成に関しては、焦点が「子

ども」におかれ、子ども理解に関する学びを深め

た実感をもつ D も、作成に時間をとられ寝不足

になり精神的に追い詰められることもあったと

語っている。日誌に対する大変さは同じでも、子

ども理解に関する学びに違いがあったのはなぜだ

ろうか。D の語りからは、D も日誌作成のために

保育者の動きに着目しなければならなかったが、

比較的早い段階で保育者の動きを見る場面と子ど

もに集中する場面を自分で線引きしていた。また

保育者の言葉かけを日誌に記述すると保育者がそ

の時の意図をコメントとして書いてくれたことが

自分の学びになり、実習後半には保育者の意図を

読み取れるようになったと語っている。このよう

に保育者から発せられるメッセージに実行できる

方法で対応する柔軟さと、メッセージに意味を見

出せるようなフィードバックがあれば、負担と感

じることも学びにつながることが考えられる。

　第三に、焦点が「子ども」であった学生の語り

から、子ども理解に関する学びには「子ども自体

への理解」と「子どもへのかかわり方の理解」の

2 種類が存在することが示された。子どもと直に

接することができる実習では、自由遊びや設定保

育の際にさまざまな子どもに出会い、子どもとは

どのような存在であるかという「一般的子ども理

解」と個々の子どもに対する「その子理解」を深

める。また一方で実習ではさまざまな状態の子ど

もに対応する必要があり、特に子どもの行動を促

す必要がある場面での実習生の戸惑いは大きい。

そのような場面にどのように声をかけると良いか

という具体的な方法を教えてもらった学生は、そ
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の方法を実際に試した結果、子どもの行動の変化

につながる経験をしていた。この経験を通して学

生の自己効力感が高まり、教えてもらったことを

試すだけでなく、自ら子どもへの接し方を考える

ようになっていった。そのような営みが子どもと

の信頼関係を築き、子ども理解に関する学びを深

めていくのである。なおこの場合、指導担当の保

育者は実習生にとって安心して何でも聞くことが

できる存在であったことや指導者から良いところ

を認めてもらう言葉かけがあったことが語りから

読み取れた。

　一方、これに対し子どもへの対応に関する具体

的な方法を教えてもらわなくても、保育者の対応

を見て学ぶことで子ども理解に関する学びを深め

ていく者もいた。この場合、実習生は保育者から

発せられる「自分で試してみること」や「何でも

積極的にやってみる」というメッセージに積極的

に応えて保育者の対応をモデルとして試す行動を

起こし、それに対するフィードバックや評価を子

どもや保育者からもらう経験をしていた。

　このように、焦点が「子ども」におかれている

実習においては、具体的な方法を教えてもらうか

否かにかかわらず色々なことを試し、子どもや実

習指導者からの良い反応をもらいながら子ども理

解に関する学びを深めている様子がみられた。中

西（2017）は、実習生は実習指導者との間に自分

を思いやり見ていてくれているという実感を伴う

「保護されている関係」を得ることで気持ちの安

定が図られ実習に前向きになること、気持ちの安

定と共に「学習者と指導者という立場の関係」を

構築し、指導者に導かれながら実習の過程を深め

ていくこと、最終的には自分の行動に対して子ど

もの反応を伝えられたり、一つの可能性として認

められた上で指導者自身の考えを述べてもらうよ

うな「保育者として認められている関係」を構築

することにより、保育者となる自信を深めるとし

ている。中西の言う「保護されている関係」は、

本研究の学生達のように、疑問に思ったことを丁

寧に教えてもらったり、色々と試す積極的な態度

に対する良いフィードバックを与えてもらうこと

により構築されるのであろう。

　しかしながら本研究では、指導者からのメッ

セージが明確に示されなかったため、自分の子ど

もへの対応が良いのか悪いのか判断がつかず、実

習中にこれで良いのかと不安になったと語る学生

の存在もみられた。その学生達は、自分についた

力を実感できず、実習後に自分が成長したという

手応えもあまり感じられない様子であった。浜崎

ら（2008）は、保育者効力感に強く影響するのは、

実習における充実感や対人関係よりも、自分の保

育がうまくいっているのか否かという自己の保育

行動への関心の高さであると指摘している。自分

の成長を実感することができなかった学生達は、

自分への評価がなかったことによる戸惑いを語っ

ていた。この点においても、実習生の行いに対す

るフィードバックが学生の学びに影響を与えるこ

とがわかる。

　以上のように、学生の語りからは指導者から発

せられる明示的・暗示的メッセージに敏感に反応

しながら実習に臨んでいる様子がうかがわれた。

またそのメッセージは学生の学びに良い結果をもた

らす場合とそうでない場合があることが示された。

指導者からのメッセージは、どれも学生の学びの

ためにという気持ちから発せられるものである。

しかしながら、そのメッセージに対する学生の受け

止め方が、子ども理解に関する学びが深まるか否か

に影響を与えていた。子ども理解に関する学びを

深める実習では、図 1のように、直接的・間接的

に教わったことを試し、子どもや保育者から良い

反応をもらい自信をつけることで、さらに自分で

考えたことを試すという構図がみられる。本研究

からはこの構図がうまく機能しない場合があること、

それには実習指導者がどのようなメッセージを発し、

それを学生がどのように受け止めるのかということ

が関連していることが示唆された。

注

 1   学校体験活動とは、「学校における授業、部活動等の

教育活動その他の校務に関する補助又は幼児、児童若しく

は生徒に対して学校の授業の終了後若しくは休業日にお
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いて学校その他適切な施設を利用して行う学習その他の

活動に関する補助を体験する活動であって教育実習以外の

もの」と教育職員免許法施行規則に定められている。

 2   A 大学では1日の保育をすべて担う実習を「完全実習」

と呼んでいる。これは一般的に「全日実習」や「 1日実習」

と呼ばれているものに相当する。
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図 1　実習における子ども理解に関する学びをもたらす構図
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Abstract

 Kindergarten teachers' training curriculum states that practicum involves direct interaction with 

children, which is an important opportunity for one to deepen his/her understanding of children. Therefore, 

in this study, we conducted semi-structured interviews with nine students who had completed their 

practicum in kindergartens and examined how those experiences influenced their learning of understanding 

children. This study revealed 3 main findings. Firstly, some students focused on “child” while others 

focused on “nonchild”. Secondly, the former group had a deeper understanding of children than the latter 

group in terms of their learning. And lastly, the learning of understanding children involves 

“understanding children as a whole” and “understanding the interaction with children”. In addition, it also 

suggested that students' perception of kindergarten's childcare policy, practicum training policy and 

instructions have all contributed to the differences in their learning contents.

Key Words：Understanding children，practicum in kindergarten，kindergarten teachers' training


